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福
岡
。観
世
音
寺

所
在
地
　
　
　
福
岡
県
太
宰
府
市
大
宇
観
世
音
寺
字
堂
廻

調
査
期
間
　
　
大
学
府
史
跡
第

一
〇
九

・
一
一
一
次
調
査
　
一
九
八
七
年

（昭
６２
）
七
月
～

一
九
人
八
年
四
月

発
掘
機
関
　
　
九
州
歴
史
資
料
館

調
査
担
当
者
　
石
松
好
雄

・
高
倉
洋
彰

・
横
田
賢
次
郎

・
森
田
　
勉

・

赤
司
善
彦

遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

遺
跡
の
年
代
　
九
世
紀
～

一
六
世
紀

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
、
観
世
音
寺
南
門

の
前
面
地
域
に
あ
た
り
、
現
参

道
の
西
側
の
部
分
で
あ
る
。
北

半
部
を
第

一
〇
九
次
調
査
、
南

半
部
を
第

一
一
一
次
調
査
と
し
、

二
回
に
分
け
て
発
掘
調
査
を
実

ｐ

施
し
た
。
調
査
面
積
は
、
第
一

簿

〇
九
次
調
査
が
一
七
九
〇
♂
、

第

一
一
一
次
調
査
が

一
四
人

〇
ド
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
掘
立
柱
建
物
二
棟
、
柵

一
条
、
井
戸

一
九
基
、
多
数
の
溝

・

土
坑

・
ピ
ッ
ト
な
ど
の
遺
構
を
検
出
し
た
。
遺
構
の
時
期
は
大
き
く
第
Ｉ
～
Ⅲ

期
に
分
か
れ
る
。
第
Ｉ
期
は
九

・
一
〇
世
紀
で
、
遺
構
は
井
戸
Ｓ
Ｅ
三

一
五
〇

の
み
で
あ
る
。
第
Ⅱ
期
は
二
つ
の
小
期
に
分
か
れ
、
Ⅱ
十

一
期
は

一
一
・
一
二

世
紀
、
二
期
は

一
三
世
紀
前
半
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
遺
構
は
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
三

三
〇
〇
の
南
側
に
集
中
す
る
。
土
坑
Ｓ
Ｋ
三
二
九
五
は

一
一
・
一
二
世
紀
の
土

坑
で
、
平
面
は
楕
円
形
を
呈
し
、
長
軸
四

。
〇
五
ｍ
短
軸
二

・
六
ｍ
、
深
さ
は

一
・
一
五
ｍ
を
測
る
。
埋
土
か
ら
は
多
く
の
鋳
型
片
が
出
土
し
た
。
周
辺
か
ら

も
多
数
の
仏
像

。
仏
具
類
の
鋳
型
が
出
土
し
て
お
り
、
鋳
造
工
房
の
存
在
を
窺

わ
せ
る
。
第
Ⅲ
期
は
三
つ
の
小
期
に
分
か
れ
、
Ⅲ
十

一
期
は

一
三
世
紀
後
半
、

二
期
は

一
四
世
紀
、
三
期
は

一
五

・
一
六
世
紀
で
あ
る
。
第
Ⅲ
期
に
は
大
き
な

画
期
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
に
な
っ
て
、
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
三
三
〇
〇
の
北
側
に

溝
や
柵
で
囲
ま
れ
た
建
物
や
井
戸

・
土
坑
な
ど
が
出
現
し
、
徐
々
に
増
加
し
て

一
四
世
紀
に
最
盛
期
を
巡
え
る
。

以
上
か
ら
、
第
Ｉ
期
な
い
し
そ
れ
以
前
に
は
建
物
が
存
在
せ
ず
、
南
門
前
面

の
地
域
が
空
閑
地
で
あ
っ
た
こ
と
、
第
Ⅱ
期
に
は
Ｓ
Ｄ
三
三
〇
〇
を
境
と
し
て

南
側
に
遺
構
が
集
中
し
て
お
り
、
第
Ⅲ
期
に
な
っ
て
北
側
に
遺
構
が
出
現
す
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
溝
に
よ
っ
て
何
ら
か
の
規
制
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

今
回
の
調
査
で
は
古
代
の
観
世
音
寺
と
関
係
す
る
遺
構
は
少
な
か
っ
た
が
、
Ｓ

Ｄ
三
三
〇
〇
が
第
Ⅱ
期
に
お
け
る
観
世
音
寺
境
界
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い



2005年 出上の木簡

る
。
ま
た
、
調
査
区
東
端
で
検
出
し
た
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
三
二
〇
〇
は
、
調
査
区
北

端
で
幅
四

・
五
ｍ
、
南
端
で
九

ｍ
と
南
側
に
向
か
っ
て
広
く
な
る
。
深
さ
は

○

・
七
ｍ
を
測
る
。
出
上
し
た
嘉
元
二
年

（
〓
一一〇
四
）
銘
の
木
簡
な
ど
の
遺

物
か
ら
み
て
一
四
世
紀
の
遺
構
で
あ
り
、
現
在
の
参
道
と
並
行
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
調
査
区
東
側
で
実
施
さ
れ
た
第

一
三
〇
次
調
査
検
出
の
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
三

人
四
〇
と
対
を
な
す
、
中
世
観
世
音
寺
の
参
道
の
西
側
溝
と
考
え
ら
れ
る
。

木
簡
は
、
調
査
区
東
端
で
検
出
し
た
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
三
二
〇
〇
か
ら
七
点
、
調

査
区
南
端
中
央
で
検
出
し
た

一
一
・
一
二
世
紀
の
土
坑
Ｓ
Ｋ
三
二
九
五
か
ら

一

点
、
計
人
点
が
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

偉)

「華
光
仏
所
為
　
其
事
皆
如
是
　
其
両
足
聖
尊
　
最
勝
無
倫
匹

「利
弗
　
若
国
邑
衆
落
　
有
大
長
者
　
其
年
衰
通
　
財
富

（Ｐ『伽）×
Ｐ『×
Ｐ　
ｏＰｏ

×
遊
戯
汝
等
於
此

×
当
与
汝
（
時
諸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（こ
溢
実
Ｐ
寓
解

×
薩
無
数
　
志
固
精
進
　
於
仏
智
慧
　
皆
不
退
転

×
其
数
不
　
不
也
世
尊
　
諸
比
丘
　
是
×

（岸∞『Ｘ
μ蒙
Ｐ
寓
Ｐ

□
□
□
□
　
営

於

喜

□

□

□

□

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
已

登

癸

Ｐ

儲

Ｐ

Ｓ
Ｋ
三
二
九
五

①

　

「南
元
□
□
×
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞］撰
∞契
∞
８
Ｐ

ω
は
卒
塔
婆
で
あ
る
。
上
端
は
圭
頭
状
に
作
り
、
左
右
か
ら
三
段
ず
つ
切
り

込
み
を
入
れ
る
。
左
右
両
辺
は
削
り
、
下
端
は
折
れ
で
あ
る
。　
一
段
目
の
切
り

込
み
よ
り
上
部
に
は
墨
を
塗

っ
て
い
る
。
表
面
の
梵
字
は
キ
リ
ー
ク
で
、
阿
弥

陀
如
来
の
種
子
で
あ
る
。
そ
の
下
位
は
類
例
か
ら
願
文
と
推
定
さ
れ
る
。
裏
面

の
嘉
元
二
年
は

一
三
〇
四
年
に
あ
た
る
。
そ
の
下
位
に
は
二
行
か
ら
な
る
墨
書

が
あ
り
、
施
主
な
ど
の
名
が
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
わ
ず
か
に

一
文

Ｓ
Ｄ
三
二
〇
〇

〔
井
力
〕

⑪
　
．コキ劇乞
　
　
錨
臥蹴
郎
剛趣
暁
酎恥
□

【身
と

〔大
覚
出

〔
大
力
〕

。
「一罪
一死
一
一年
十

一
月
汁
日
剛
剛
□
□
　
　
　
　
（∞∞卜）×
り時×
６

②

　

「南
無
阿
弥
陀
仏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（］ひ
溢
翼
ト

①
　
。
「種
種
因
縁
　
以
無
量
諭
　
照
明
仏
法
　
開
悟
衆
×

名
如
是
等
施
　
種
種
微
妙
　
歓
喜
無
厭
　
求
×（
μ卜
］
）
×
Ｐ⇔
×
μ

Ｏ
ω
Ｐ

〇
⇔
騨



字
が
推
測
さ
れ
る
の
み
で
、
判
読
で
き
な
い
。
②
は
板
塔
婆
で
あ
る
。
板
目
材
。

上
端
は
圭
頭
状
に
作
り
、
左
右
か
ら
二
段
ず
つ
切
り
込
み
を
入
れ
る
。
左
右
両

辺
は
削
り
、
下
端
は
斜
め
に
切
断
し
て
い
る
が
、
二
次
的
か
ど
う
か
は
不
明
で

あ
る
。
い
わ
ゆ
る
称
名
で
あ
る
。

①
～
⑦
は
柿
経
で
、
妙
法
蓮
華
経
、
す
な
わ
ち
法
華
経
の
経
文
を
写
し
た
も

の
で
あ
る
。
①
は
下
端
が
折
れ
て
い
る
以
外
は
原
形
を
と
ど
め
る
。
表
面
は
序

品
第

一
の

一
節
で
、
巻
第

一
の
第
人
四
行

（以
下
、
行
数
は
大
正
新
脩
大
蔵
経
に

よ
る
）
に
あ
た
る
。
裏
面
は
同
第

一
一
七
行
で
あ
る
。
い
は
下
端
部
を
若
干
欠

損
す
る
が
、
他
は
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
。
表
面
は
讐
喩
品
第
三
の
一
節
で
、

巻
第
二
の
第
八
五
行
に
あ
た
り
、
裏
面
は
同
第

一
一
六
行
で
あ
る
。
⑬
は
上
下

両
端
を
欠
損
す
る
。
左
右
両
辺
は
原
形
を
を
と
ど
め
る
。
現
状
で
中
位
以
下
が

空
白
で
あ
り
、
行
末
部
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
巻
第
二
の
第

一
四
〇

・

一
四

一
行
に
相
当
し
、
表
裏
の
内
容
は
連
続
す
る
。
０
は
上
下
両
端
を
欠
損
す

る
。
左
右
両
辺
は
原
形
を
と
ど
め
る
。
表
面
は
授
記
品
第
六
の
一
節
で
、
巻
第

三
の
第
二

一
三
行
に
あ
た
る
と
推
定
さ
れ
る
。
裏
面
は
化
城
喩
品
第
七
の
一
節

で
、
巻
第
三
の
第
二
二
七
行
で
あ
る
。
０
は
上
下
両
端
を
欠
損
す
る
小
片
。
ご

く

一
部
の
文
字
し
か
判
読
で
き
な
い
の
で
、
具
体
的
な
経
文
を
比
定
で
き
て
い

な
い
。
表
裏
も
判
別
で
き
な
い
。

柿
経
は

一
〇
〇
葉
を

一
単
位
と
す
る
０
い
、　
一
〇
葉
を

一
単
位
と
す
る
０
、

表
裏
面
が
直
接
に
連
続
す
る
働
の
三
通
り
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
が
別
の
柿
経

で
あ
る
の
か
、　
一
連
の
も
の
で
あ
る
が
、
中
途
で
配
列
方
法
が
変
更
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

０
は
板
塔
婆
。
板
目
材
で
あ
る
。
上
端
は
圭
頭
状
に
作
り
、
左
右
か
ら
二
段

ず
つ
切
り
込
み
を
入
れ
る
。
左
右
両
辺
及
び
下
端
は
削
り
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

九
州
歴
史
資
料
館

『大
宰
府
史
跡
昭
和
六
三
年
度
発
掘
調
査
概
報
』
全

九

八
九
年
）

同

『観
世
音
寺
―
寺
域
編
―
』
全
一〇
〇
六
年
）

（酒
井
芳
司
）．ハ，

(8)


